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平成１９年度熊本県商店街実態調査の概要
平成２０年６月

商工政策課
●商店街実態調査について

商店街振興施策を進めるうえで必要な基礎的情報として、県内商
店街の実態及び経年変化を把握する目的で実施。

※調査対象：商店街組織又は15店舗以上で形成される街区
※調査方法：商工団体等の協力のもと、平成19年4月及び10月～12月

にアンケート方式により実施
※前回は平成１６年度に実施。（簡易調査は毎年度実施）

１ 商店街の現況

○空き店舗率は１２．３％で、平成１６年度に調査を開始してから
連続して全体の１割以上が空き店舗である状況。出店が閉店に追
いつかず総店舗数も減少している。

○来街者の多くは「主婦」と「高齢者」。来街者数は、多く（８割弱）
の商店街で減少しているが、１割強と少ないながらも増加したと
回答した商店街もある。

○来街者の増減は魅力ある個店の存在がカギとなっており、人気の
個店が客を集めている。

○商店街が抱えている内的な問題は「経営者の高齢化」と「後継者
不足」。

＜商店街の店舗数等＞ ＜基礎指標＞

※調査対象の 171商店街のうち、回答のあった 160商店街
の合計及び平均（回収率 94％）

＜空き店舗率の推移＞ ＜出店率の推移＞ ＜閉店率の推移＞
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1商店街あ
たりの平均

店舗数 8,615 54.2

空き店舗数
（H19.3.31時点）

1,210 7.6

総店舗数
（店舗数＋空き店舗数）

9,825 61.8

1年間の出店数
（H18.4.1～H19.3.31）

374 2.4

1年間の閉店数
（H18.4.1～H19.3.31）

417 2.6

空き店舗率 12.3％
<空き店舗数>
<総店舗数>

出店率 4.3％
<出店数>
<店舗数>

閉店率 4.8％
<閉店数>

<店舗数>－<出店数>＋<閉店数>
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＜平日と休日の客層＞ ＜最近３年間の来街者の増減＞

＜来街者が増えた理由＞ ＜来街者が減った理由＞

＜商店街の中の問題＞

２ 事業への取り組み状況

○ソフト事業では多くの商店街がイベント事業を実施している。そ
の他の事業は実施状況にばらつきがある。

○ソフト・ハード事業へ取り組む際のハードルは「資金不足」。

＜これまでに行った取り組みと今後行いたい取り組み＞

10.5

7.4

20.1

11.3

31.0

36.2

32.7

36.6

5.7

8.5

平日

休日

学生 サラリーマン・ＯＬ 主婦（夫） 高齢者 その他

商店街の主な客は
主婦と高齢者

1.3

5.6

1.9

0.0

11.3

22.2

11.5

8.8

9.3

5.6

7.7

11.3

39.3

50.0

44.2

33.8

38.7

16.7

34.6

46.3

県全体

広域型

地域型

近隣型

増えた やや増えた 変わらない やや減った 減った

％

来街者が増えた
商店街は１割強

6.713.3 12.7 2.79.3
10.717.318.7

26.0
28.7

36.743.3

54.7

1.7

26.3

9.5
12.317.9

5.0
15.1

26.8
33.035.2

44.1

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

経
営
者

の
高
齢

化

後
継
者
不
足

空

き
店
舗
増
加

駐
車
場
不
足

努
力

・
ノ
ウ

ハ

ウ
不
足

結
束
力
不
足

施
設

の
不
備

リ
ー
ダ

ー
不
在

駐
輪
場
不
備

店
舗

の
老
朽
化

店
舗
規
模
過
小

そ
の
他

H19年 H16年

％

H16調査と同様に、
高齢化と後継者不足
が最も大きな課題

68.0

30.7
20.7 20.0 20.0 17.3 12.0

6.7 5.3 5.312.0

38.7

22.7
14.0 13.3

23.3
20.7

12.7

0.0

20.7

8.0

22.7

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

イ

ベ
ン
ト

講
習

・
研
修

空

き
店
舗
対
策

ポ

イ

ン
ト
カ
ー

ド

商
品
券

情
報
提
供

イ

ン
タ
ー

ネ

ッ

ト

情
報
収
集

そ
の
他

買

い
物
支
援

子
育

て
支
援

行った事業 今後行いたい事業

％

57.9

36.8
26.3 26.3

21.1 15.8
10.5 10.5 10.5 5.3 5.3

0 0
0

20

40

60

80

100

魅
力

あ
る
店
舗

の

増
加

商
圏
人
口
増
加

イ

ベ
ン
ト
実
施

大
型
店

（
商
店
街

内

）
の
影
響

業
種

の
充
実

大
型
店

（
商
店
街

外

）
の
影
響

施
設

・
環
境
整
備

情
報
発
信

の
強
化

そ
の
他

駐
車
場

・
駐
輪
場

整
備

公
共
施
設

の
新

設

・
移
転

交
通
利
便
性
向
上

分

か
ら
な

い

％

75.2

47 41.9

29.9 26.5

12.8 10.3 6.8 6 3.4 2.6 2.6 1.7
0

20

40

60

80

100

大
型
店

（
商
店
街

外

）
の
影
響

魅
力

あ
る
店
舗

の

減
少

業
種

の
不
足

商
圏
人
口
減
少

駐
車
場

・
駐
輪
場

不
足

大
型
店

（
商
店
街

内

）
の
影
響

交
通
利
便
性
悪
化

情
報
発
信

の
強
化

イ

ベ
ン
ト
の
未
実

施

そ
の
他

施
設

・
環
境

の
整

備

公
共
施
設

の
閉

鎖

・
移
転

分

か
ら
な

い

％

内的な要因も大きい

魅力ある人気店の有無が来街者
増減に影響していると思われる
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＜ソフト事業実施上の問題点＞ ＜ハード事業実施上の問題点＞

３ 空き店舗の現況と対策

○空き店舗増加の最大の理由に、多くの商店街が「出店希望者がい
ない・少ない」ことを挙げているが、「商店街に魅力がない」、「物
件の条件が合わない」、「家賃が高い」など、商店街が新規出店者
の出店先としての魅力に欠けていることを挙げる商店街も多く、
これらが「出店希望者がいない・少ない」ことの重複要因となっ
ている。また、「所有者に貸す意思がない」などの課題も一部ある。

○空き店舗解消へ向けた取組みについて、「特に何も行っていない」
商店街が７割に及ぶ。

＜空き店舗増加の理由＞ ＜空き店舗減少の理由＞

＜空き店舗解消へ向けた取組み実施状況＞ ＜空き店舗解消に必要と思う取組み＞
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